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 皆様、こんにちは。 

 ２日前に松尾会長より、16日に例会での挨拶をお願いしたいとのご連絡をいただき

ました。そこで、何を話そうかと考えましたが、本日は地球温暖化とロータリークラ

ブの活動についてお話させていただきます。また、本日は年男卓話として、吉田さん

と藤原さんの卓話がございますので、どうぞ楽しみにしてください。 

 さて、2024年は世界各地で記録的な猛暑や洪水などの気象災害が多発し、気候変動危機の深刻さを改

めて認識させられました。欧州連合(EU)の気象情報機関「コペルニクス気候変動サービス(C3S)」は１

月10日、2024年の世界の平均気温が、1850年以降で最高の15.1度となり、産業革命前の水準より1.6度

高かったと発表しました。同様に国連の世界気象機関(WMO)も観測史上最高を更新したとことを発表し

ました。 

 温暖化対策の国際的な枠組みである「パリ協定」が掲げる気温上昇の抑制目標である1.5度を、単年

で初めて超えたと指摘しています。これまでの世界の平均気温が最も高かったのが前年23年の14.98度

でしたから、２年続けて記録を塗り替えたことになります。 

 このパリ協定は、2015年12月にフランス・パリで開催されたもので、世界の気温上昇を産業革命前と

比べて1.5度以内に抑える目標を掲げ、196の国と地域が合意した国連気候変動枠組条約(国際条約)で

す。各国が温室効果ガスの削減目標を決定し、国連への報告も義務付けられており、目標の進捗状況は

５年ごとに見直されます。 

 日本政府は、地球温暖化対策として、2030年度までに温室効果ガス排出量を2013年度比で46%削減

し、さらに50%の削減を目指すことを表明しています。また、2024年12月には、2035年度までに60%削減

するという新たな目標を策定しました。これらの目標達成に向けて、産業、運輸、家庭など各部門での

省エネルギー推進や再生可能エネルギーの導入拡大など、多岐にわたる取り組みが進められています。 

 一方、アメリカは2017年にトランプ前大統領の時代にパリ協定からの離脱を表明しましたが、2021年

に復帰しています。この間、国際社会では気候変動対策への取り組みが加速し、各国が温室効果ガス削

減目標を強化する動きが見られました。しかしながら、来週初めに誕生するトランプ次期米大統領はパ

リ協定からの離脱を再び示唆しており、米国が気候変動危機回避のリーダー役を担うことは期待できそ

うにありません。それどころか、トランプ氏はエネルギー政策として化石燃料への依存を高める政策を

推進しようとしています。 

副 会 長 挨 拶 ： 林  初 幸 



委 員 会 報 告 

【点 鐘】 林 初幸副会長  【ソング】 「君が代」「それでこそロータリー」 

（ ）内はオンライン参加者数 

第2804回（12月19日）の出席報告 第2806回（1月16日）の出席状況 

会員数 出席者 免除者 Make-up 出席率 会員数 出席者 欠席 出席率 

42 21 1 3 58.54％ 42 31（1） 11 73.81％ 

出 席 報 告 ： 浅 井 健 一  部 会 長 

Make-up内訳：花本会員(9/29 花火大会翌日清掃作業）児玉会員(12/12 理事役員会)前田会員(地区諮問委員会） 

例   会   次   第 

 先進国の中で米国に次ぐ世界第５位の温室効果ガス排出量を抱える我が国の責任は大きく、世界に胸

を張れる水準まで削減幅を引き上げる必要があります。アメリカをはじめとするEU加盟諸国など先進国

で、世界を牽引するリーダーシップが揺らぐ中、今後４年間、地球温暖化問題や温室効果ガス排出抑制

の取り組みが停滞してしまうのではないかと懸念されます。 

 このような時代だからこそ、世界のロータリアンは温室効果ガス排出削減をさらに推進し、気候変動

対策強化の重要性を世界中に訴えていくべきではないでしょうか。気候変動は、私たちの地球に深刻な

影響を及ぼしており、ロータリークラブとしてもこの問題に積極的に取り組むことが求められていま

す。 

 日本政府は、2050年までにカーボンニュートラルを達成することを宣言し、エネルギー・産業部門の

構造転換やイノベーションの創出に取り組んでいます。カーボンニュートラルとは、企業や国などが二

酸化炭素(CO2)をはじめとする温室効果ガスの排出量と、森林による吸収量などを均衡させ、実質的な

排出量をゼロにすることを目指す取り組みです。 

 私たちロータリアンも、地域社会での環境保護活動や啓発活動を通じて、地球温暖化対策に貢献して

いきましょう。例えば、植樹活動や再生可能エネルギーの推進、環境教育の実施など、具体的な行動を

起こすことが重要です。気候変動への取り組みは、次世代への責任であり、持続可能な未来を築くため

の重要な鍵となります。共に力を合わせ、より良い地球環境を次世代に引き継いでいきましょう。 

 地球規模で世界各地で起こる自然災害が、現在の温暖化による影響であることは、特に若い世代(10

代以上)の方は敏感に感じ取っています。世界中のロータリアンの高齢化が進む中で、もっと若い世代

の心をつかむ活動が必要なのではないかと私は考えます。皆様はいかがでしょうか。 

 以上、本日のご挨拶とさせていただきます。  

・吉田会員（吉幾三コンサート実行委員長） 

 吉幾三スペシャルコンサートin三次を開催する運びとなりましたので少し説明をさせていただきま

す。主催者は(株)コスモス取締役会長の黒瀬栄治さんで、共催は当クラブとみよし市民ホールきりりで

ございます。黒瀬さんは吉さんと懇意にされており、三次の方へぜひ来ていただきたいと話され、せっ

かくなら老人ホームへ2,3ヶ所行かせてもらえたらいいなという事で石田会員を通して私の方へ話が来ま

した。そこで、ロータリーと一緒に共催してもらえんだろうかとなり、松尾会長にお伝えし理事会で承

認されましたので開催させていただく事になりました。期日は4月19日(土)の13時～と17時～の2回公演

となります。今後、進捗状況を説明させていただきたいと思います。それと組織図を現在、作成してお

りますので後日、配布いたします。また、4月18日(金)、19日(土)に運営のご協力いただけたらと思いま

す。後ほど、回覧いたしますので現時点で分かる範囲で良いので記入お願いいたします。ぜひ、ご協力

のほどよろしくお願い申し上げます。 



S A A 報 告 ： 中 井 啓 二  副 Ｓ Ａ Ａ 

記 念 品 贈 呈 

プログラム：年男卓話 

吉田 善孝会員 

   スマイル                              計 8､000円  

氏   名  内            容  

佐々木 智 

藤原 博已 

吉田 善孝 

浅井 健一 

中井 啓二 

 

佐々木 勝利 

指宿菜の花マラソン走ってきました 

今日は年男卓話をさせていただきます。よろしくお願いします。 

年男卓話、宜しくお願い致します。 

娘の20歳のお祝、ありがとうございます。 

今月末で転勤により退会することになりました。2年間大変お世話になり、ありがとう

ございました。後任は倉敷から来る予定です。引続きよろしくお願いします。 

創業月、本人誕生月(10.26) 

年男御祝 

佐藤 明寛会員 吉田 善孝会員 藤原 博已会員 

配偶者誕生月 

藤原 博已会員 古永 雅則会員 弦井 謙宗会員 

藤原 博已会員 


